






文化年表

●北海道に人類の痕跡（剥片石器）
●石刃の使用
●細石刃の使用
●装飾品の（石製玉）
●槍、斧の使用（有舌尖頭器、局部磨製石斧）
●土器の使用
●弓矢の使用

●土器に貝殻文や押型文がつけられる
●竪穴住居に居住
●集落が営まれる（定住化）
●小規模の貝塚がつくられる
●漁労・狩猟・採集活動が営まれる
●銛・釣針の使用（骨・角製）
●石刃鏃の使用（大陸からの技術が伝わる）
●漆の利用がはじまる
●河川漁労がはじまる
●食糧の加工・貯蔵
●擦切石斧の使用

●北海道最古の土偶
●土器に縄目文がつけられる
●大規模の貝塚がつくられる
●住居、集落が大型化する
●円筒土器文化が拡がる
●玦状耳飾りが伝わる
●漁労・狩猟・採集活動が活発になる
●大きなヒスイ製の玉の使用
●環濠集落がつくられる

●精神文化の発達
●周提墓、ストンサークルがつくられる
●土偶が多くつくられる
●南海産の貝の装飾品（タカラガイ、イモガイ）
●国宝「中空土偶」（函館市南茅部）
●漆製品が多量に副葬される
●亀ヶ岡文化（大洞式土器）が拡がる
●北海道独自の文化が北海道東・北に栄える
●土面、遮光器系土偶がつくられる
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●最終氷期の終わり

●宗谷海峡は陸橋

●対馬暖流が本格的に日本海に流れ込む

●対馬暖流が北海道に到達（噴火湾・石狩湾岸）

●完新世最初の海進

●海進停滞期

●縄文海進最盛期
（現海水面より3m上昇）

●寒冷期

●縄文後期海進期

●寒冷期

●弥生海進期

千歳市三角山遺跡、帯広市若葉の森遺跡
北見市広郷8遺跡、今金町美利河1遺跡
遠軽町白滝遺跡群、国後島古釜布市街地周辺
知内町湯の里遺跡
蘭越町立川遺跡、幕別町札内N遺跡
帯広市大正3遺跡、江別市大麻1遺跡

函館市中野A遺跡、帯広市暁遺跡、釧路市沼尻遺跡
新ひたか町駒場７遺跡、長万部町オバルベツ遺跡
函館市中野B遺跡
国後島シロマンベツ川河口右岸台地遺跡

女満別町女満別遺跡、浦幌町共栄B遺跡
函館市垣の島B遺跡
択捉島有萌1遺跡

帯広市大正8遺跡

伊達市北小金貝塚、択捉島オーヨ1遺跡
函館市ハマナス野遺跡、択捉島ヤンケトウ1遺跡
函館市サイベ沢遺跡
芽室町小林遺跡

函館市大船遺跡
苫小牧市静川16号遺跡、千歳市丸子山遺跡
国後島東沸川河口遺跡

   小樽市忍路環状列石、深川市音江環状列石
   森町鷲ノ木遺跡
   千歳市キウス周提墓群遺跡
礼文町船泊遺跡、虻田町入江・高砂貝塚
函館市著保内野遺跡、国後島シベトロ遺跡
恵庭市カリンバ3遺跡、新ひだか町御殿山墳墓群
木古内町札苅遺跡、国後島ニキショロ湖岸遺跡
釧路市幣舞遺跡、国後島小田富遺跡
千歳市ママチ遺跡、室蘭輪西遺跡

●ナイフ形石器がつくられる
●槍の使用
●石刃の使用
●細石刃の使用
●土器の使用
●竪穴住居に居住
●弓矢の使用

●貝塚が形成される

●集落が営まれる（定住化）
●銛・釣針の使用（骨・角製）
●狩猟用落とし穴がつくられる

●石器が多様化する

●擦切石斧の使用

●大規模の貝塚

●丸木舟がつくられる
●カゴ、編み物、漆の利用
●玦状耳飾りの拡がり
●八丈島で出土
●豪雪地帯で大型の住居がつくられる
●土器の意匠が発達
●土器が大型化、生活圏の拡大

●貝塚が多くなる
●精神文化の発達
●干し貝の生産
●土偶が多くつくられる

●敷石住居がつくられる

●亀ヶ岡文化が営まれる
●漆製品の生産

青森県外ケ浜町大平山元Ⅰ遺跡

福井県若狭町鳥浜貝塚

福井県若狭町鳥浜貝塚
青森県八戸市長七谷地貝塚

青森県つがる市田小屋野貝塚
長崎県諫早（いさはや）市伊木力遺跡

青森県七戸町二ツ森貝塚
青森県青森市三内丸山遺跡

岩手県一戸市御所野遺跡

青森県青森市小牧野遺跡
秋田県鹿角市大湯環状列石
千葉県千葉市加曾利貝塚
秋田県北秋田市伊勢堂岱遺跡

青森県八戸市風張1遺跡
青森県つがる市亀ヶ岡遺跡
青森県八戸市是川中居遺跡
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北海道本島※の出来事 北海道本島※・北方四島の
代表的な遺跡 本州以南の出来事 本州の主な遺跡

●環壕集落・高地性集落の出現
●稲作農耕の開始
●青銅器文化が伝わる
●吉野ヶ里遺跡

239/邪馬台国卑弥呼、魏に遣使

391/高句麗好太王碑文銘

527/筑紫国造磐井の乱
574/高句麗使者、越の海岸に着く
593/聖徳太子、摂政となる

645/大化の改新
663/白村江の戦い

710/平城京遷都
713/遣新羅大使道首名、新羅より帰国
727～919/渤海来日
794/平安京遷都
801/坂上田村麻呂、蝦夷征討

●藤原氏の台頭

935～941/承平・天慶の乱

1016/藤原道長、摂政となる
1019/刀伊（女真族）の襲来
1086/白河天皇、院政を始める

1156/保元の乱　1159/平治の乱
●平清盛、宋と貿易
1192/源頼朝、鎌倉に幕府を開く

1221/承久の乱

1274～1281/蒙古襲来
1298/東方見聞録
1333/鎌倉幕府、北条氏滅亡

1392/南北朝の合一
1404/足利義満、明と貿易を始める

1441/嘉吉の乱
1467～1477/応仁の乱
1482/朝鮮国に使者派遣

1546/種子島に鉄砲伝来
1596/豊臣秀吉朝鮮侵略
1600/関ヶ原の乱
1603/徳川家康幕府を開く
1633/鎮国令開始
1637/島原の乱

1716～1751/享保の改革

1787～1793/寛政の改革

1825/異国船打払令、1841～1843/天保の改革
1854/日米和親条約調印、1855/日魯通好条約調印
1867/大政奉還
1868/明治維新
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声問自然貝殻層
海水面＋1.5～2ｍ

2000年前の北海道南西地震

海水面＋1ｍ

海水面＋2ｍ弱

モヨロ貝塚のマガキ

869/陸奥大地震

915/十和田火山灰降下
10C前半/白頭山火山灰降下

東多来加産マガキ
10C末/摩周火山灰降下

サロマ湖(淡水生珪藻繁栄)

キムアネップ崎産マガキ

1640/駒ヶ岳-d火山灰降下
1663/有珠-b火山灰降下
1667/樽前-b火山灰降下
1694/駒ヶ岳-C２火山灰降下
1739/樽前-a火山灰降下
1741/渡島大島火山灰降下
サロマ湖(淡水生珪藻繁栄)

1856/駒ヶ岳-C１火山灰降下

●東北北部に弥生文化が拡がる
●東北北部で稲作農耕が行われる

●東北に後北式土器が拡がる

●前方後円墳が東北南部に拡がる

●角塚古墳（前方後円墳）が造営される

647/渟足柵設置、648/磐舟柵設置
658/阿倍臣、秋田・能代・津軽の蝦夷を征圧
660/阿部臣、粛慎を討つ
●終末期古墳が造営される
724/多賀城設置
762/多賀城碑建立
780/伊治公呰麻呂の乱
●青森県丹後平遺跡（終末期古墳）
9C初/秋田城設置
803/志波城設置、811/蝦夷平定、814/徳丹城設置
●払田柵遺跡(9～10C)
878/元慶の乱
939/出羽の俘囚滅ぶ
●環壕集落･防御性集落・高地性集落出現
●五所川原で須恵器生産開始(10～11C)
●青森県高屋敷遺跡
●青森県蓬田大館
1051～1062/前九年の役
1083～1087/後三年の役
1099/藤原清衡、平泉に居館を移す
1124/中尊寺金色堂の建造
1160/エゾ表現現れる
●奥州平泉の最盛期
1189/源頼朝、奥州藤原氏を滅ぼす
1191/安東氏（蝦夷沙汰代官）、夷島へ流刑はじまる
1205/津軽安藤氏蝦夷島管領となる

1275/安東五郎、蝦夷に暗殺
●このころ、「十三往来」作成
1325/津軽大乱が拡大する
1356/安東氏の地位を「蝦夷管領」と記す
1371/「大般若経」に「十三湊」の地名記される
1432/蝦夷管領安藤氏南部氏に破れ夷島に渡る
1442/下国安東、南部氏に破れ夷島に渡る
1443/安東氏、十三湊を放棄
●福島城・唐川城
1482/「夷千島王遐叉」、朝鮮に使者を送る
1502/安東教季、南部氏の攻撃により退去

1603/津軽氏が高岡に居城築城を願い出る

1625/津軽藩が江戸－青森間の航路を開く
1669/シャクシャインの戦い鎮圧のため、津軽・盛岡両藩が出兵
1695/津軽・盛岡両藩が凶作

1755/奥羽宝暦の飢饉
1784/奥羽天明の飢饉
1797/津軽藩が幕命により松前警備に派兵する

1832/天保の飢饉

●わずかな鉄の流入
●琥珀のネックレスがつくられる
●続縄文文化が中部千島まで拡がる

●余市町フゴッペ洞窟（日本最大級の岩面刻画）
●鈴谷文化の進出（3～4C、防御機能をもった集落の出現）
●東北弥生系土器が拡がる

●オホーツク文化の進出、北方四島・千島まで拡がる

●土師集団の進出（防御機能をもった集落の出現）

658/阿部臣、渡島蝦夷を討つ
659/阿部臣、後方羊蹄に郡領を置く
660/阿部臣、粛慎を討つ   ●千歳市丸子山遺跡
●雑穀農耕始まる　　
●終末期古墳石狩低地帯に出現、蕨手刀伝わる
●網走市モヨロ貝塚、枝幸町目梨泊遺跡
●江別市後藤遺跡
802/朝廷、渡島狄との私交易を禁止
●網走市二ツ岩遺跡
875/渡島荒狄、秋田・飽海を襲う

●擦文文化北部～東部に拡がる
●五所川原産須恵器流入
●北方四島に擦文土器が拡がる
●札幌市K39遺跡
●乙部町小茂内遺跡
●余市町大川遺跡
●奥尻町青苗遺跡
●金属器の加工が行われる
●本州との交易が盛んになる
●釧路市材木町遺跡から胡州鏡出土

1189/奥州藤原氏残党夷島に渡る
1191/幕府の流刑地となる
●擦文文化の終焉、土器が消え漆器・鉄鍋が普及、
  竪穴住居が平地式住居にかわる
●13世紀ころ、チャシの築造はじまる
●余市町大川遺跡、栄町1遺跡、大浜中遺跡
1356/諏訪大明神絵詞成る
(蝦夷に日の本・唐子・渡党の三種現る)
1367/貞治の碑
●道南十二館(志海苔館、箱館、茂別館、原口館など)
1456～1457/コシャマインの戦い

●枝幸町ウバトマナイチャシ築造
1514/蠣崎義広松前の守護職に就く
●蝦夷による和人城館攻撃
●上ノ国町勝山館
1593/蠣崎季広、秀吉より朱印状を受ける
1604/松前慶広、家康より黒印状を受ける
1611/蝦夷島東海岸に大津波、多数死亡、1624/疱瘡流行
1640/噴火湾に大津波、1644/松前藩「正保御国絵図」作成
1669/シャクシャインの戦い、1698/疱瘡流行
1738/ロシア探索船日本沿岸現る(元文の黒船)
1741/西海岸に大津波
1783/蝦夷地飢饉、1785/北方調査隊派遣
1797/最後のチャシ択捉島で築造
1789/クナシリ・メナシの戦い、1798/「大日本恵登呂府」標柱建てる
1807/文化露寇(択捉島紗那事件）、1811/ゴロヴニン事件

●鈴谷貝塚

●後北式土器がサハリンに拡がる

●靺鞨文化との交流

●壕・塁壁内集落の出現（10～12C）
●ベロカーメンナヤ壕･塁壁内集落築造
●女真文化との交流・交易

1264～1284/北からの蒙古襲来
●元朝、果夥を設置（13C）

●明朝サハリンに進出
1410/兀列河衛（ツイミ川流域）
1412/嚢哈兒衛（北部西岸）
1428/波羅河衛（幌内川流域）

●カムチャツカ、オストローグの築造（17～18C）

1648/ロシア人、カムチャッカに進出

1731～1732/カムチャダールの戦い

●階層社会の成立
●職業の分化

●城塞都市の基礎ができる

698/渤海建国
●上京龍泉府
727～919/日本に使者を送る

●クラスキノ城塞都市（平城）

926/渤海国滅亡
946/契丹、遼建国

1115/女真人、金建国
1125/金、遼を滅ぼす
1126/金、宋を滅ぼす
●シャイギン城塞都市
●アナニエフカ城塞都市
1264/元東征元帥府を設置
1286/元が骨嵬を攻撃する
1297～1305/骨嵬、元軍と交戦
1308/骨嵬、元軍に破れ、朝貢始まる

1368/元滅び明建国
1404/奴兒干衛設置
1410/奴兒干都司（特林）を設置
1413/永寧寺碑建立
1433/重建永寧寺碑建立
1435/奴兒干都司の活動を停止

1644/清、明を滅ぼす

1808/間宮林蔵、デレンに到達
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東　　北 北海道本島※・北方四島・千島 サハリン・カムチャツカ

                  

北 東 ア ジ ア

弥生海進期

弥生小海退

小海進期

古墳寒冷期

古墳末海進期

寒冷期

平安海進期

９世紀末の寒冷

平安海進期

寒 冷 期

小温暖期

小氷期

文化年表作成：北方四島歴史・文化専門家　右代啓視

※利尻島、礼文島、奥尻島、焼尻島、天売島などを含む。



環境史年表作成・写真提供：北方四島歴史・文化専門家　右代啓視

過去2000年の環境史と文化年表

流氷上のゴマフアザラシ　
出典：環境省ホームページ
 （https://www.env.go.jp/park/shiretoko/photo/1/cat/a03_001.html）

国後島近布内の魚付林 国後島秩苅別の魚付林

マッコウクジラの群れ
出典：「捕鯨問題の真実」7頁、農水省ホームページ
 （https://www.jfa.maff.go.jp/j/whale/w_document/index.html）

「魯国条約一件1」続通信全覧 類輯之部 修好門111/
外務省外交史料館所蔵

千島樺太交換条約二関スル日露条約
批准書/外務省外交史料館所蔵
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●道南に館主の出現

山丹交易

●国後・目梨のアイヌ蜂起

擦文文化 本州文化との融合
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アイヌ文化 コタンとチャシの成立
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北海道先史文化圏の北方四島
先史時代のころの北方四島

　北方四島の人類の足跡は、1万5千年前の旧石器文化からです。土器を使用する縄文文化、鉄器の使用がはじまる

続縄文文化、オホーツク文化、擦文文化、アイヌ文化と変遷し、これまで132か所の遺跡が発見されています。この先史

時代の文化は、北海道本島の各時期の文化圏が北方四島まで拡がり、地域色豊かな人々の生活が営まれていました。

下田ノ沢式土器
（続縄文文化、国後島出土）

オホーツク式土器
(オホーツク文化、国後島出土）

石器(ナイフ類、国後島マイアチヌイ遺跡出土)

確認した遺跡：132か所 (国後島94か所、色丹島22か所、択捉島15か所、歯舞群島1か所）

北筒式土器
(縄文文化、国後島東沸遺跡出土)

擦文土器
（擦文文化、国後島秩苅別遺跡出土）

二キショロ湖金毘羅山チャシ(アイヌ文化)
チャシは、アイヌの砦。13～19世紀まで築造。

石器(石鏃類、国後島ニキショロ遺跡出土)

写真・遺跡データ提供：北方四島歴史・文化専門家　右代啓視

国後島ヤンベツ番屋跡（明治～昭和）

ヤンベツ砂丘遺跡の竪穴住居跡
（続縄文文化～オホーツク文化）

さつ もん

こん ぴ ら さん

しも た の さわ

ち ぶ か り べ つ

とう ふつ





　松前慶広が1599（慶長4）年に、徳川家康へ累世の系譜と蝦夷の地図を納めたとする記述がある『新羅之記録』は、

北方四島について記された最古のものであるとの指摘があります。この指摘によれば、松前は、すでに「蝦夷が千島」の

状況を認識していました。

　その後、松前藩は幕府の命により、1644（正保元）年に『松前蝦夷地図』を納めました。1635（寛永12）年に家臣を

現在の北方四島や千島列島に派遣し、さらに樺太を検分し、この地図を作製したとされています。当時、松前藩は北方域

の情報や事情などをある程度把握していたことがうかがえます。これを基に、1644（正保元）年に『正保御国絵図』が

作製され、この地図は北方四島及び千島列島を示した現存する最古のものです。地図において、「くるむせ」と記されて

いる蝦夷地東部の群島は現在の北方四島及び千島列島であり、北部に「からと島」と記されているのは現在の樺太

（サハリン）です。「くるむせ」は、すでに大小34の島に名前がつけられており、クナシリ、エトホロなど現在の島名と

推定できる多くの島が描かれています。

『正保御国絵図』／「くるむせ」拡大

『正保御国絵図』／国立歴史民俗博物館所蔵

松前藩の文書に記されていた
北方四島・千島列島・樺太

北方四島・千島列島・樺太の登場
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幕府の北方四島の警備強化と開発
江戸時代

　江戸幕府内では、蝦夷地に対する関心やロシアに対する危機感が高まってきます。このことから老中田沼意次は、1785

（天明５）年に普請役山口鉄五郎、青島俊蔵ら11名の北方調査隊を蝦夷地に派遣しました。この調査隊に最上徳内

（1755-1836）も随行し、釧路から厚岸、根室まで、翌年に国後島、択捉島、ウルップ島（得撫島）まで調査しています。

徳内は、蝦夷地の地理やアイヌの人びとの生活、風俗を調査するとともに、択捉島で交易のため滞在していたロシア人と

接触し、ウルップ島（得撫島）以北の千島の情報を記録しています。徳内は、これらの調査で得た情報により、1790（寛政２）

年に『蝦夷風俗人情之沙汰』（付図）を完成させています。また、日本地図製作で有名な長久保赤水（1717-1801）の

『蝦夷松前図』には、ウルップ島より北側にはロシア語の島番号が記されており、徳内の『蝦夷全図』などを参考に完成させ

ていたことがうかがえます。 

　1798（寛政10）年、ロシアの脅威や危機感から老中松平信明らは、２回目の北

方調査隊を派遣しました。幕臣である近藤重蔵（1771-1829）は、最上徳内の案

内により高田屋嘉兵衛らとともに択捉島に渡り、北端に日本領であることを示

す『大日本恵登呂府』の標柱を建てています。 

　1799（寛政11）年、江戸幕府は蝦夷地を直轄支配し、南部・津軽両藩を

警護にあたらせました。この時、近藤重蔵に付添った高田屋嘉兵衛は国後島と

択捉島間の航路を開きました。1800（寛政12）年、近藤は高田屋嘉兵衛の

辰悦丸に乗組み択捉島イオト（老門）に会所を設け、高田屋と共に漁場を開いて

います。1807年（文化４）年ごろ、択捉島には約1,000名のアイヌの人々や

300名を超える南部･津軽両藩の守備隊がいたと考えられます。この年の4月、

択捉島シャナ（紗那）の会所、番屋が、ロシアのニコライ･フヴォストフが率いる

軍艦２隻に襲撃され、日本と交戦となりました。『文化露冦』と呼ばれます。その後、

1811（文化8）年5月には、ロシア軍艦ディアナ号が国後島トマリ（泊）沖に到着、

その後『ゴロヴニン事件』へと展開していきます。

　江戸幕府は北方四島の会所や漁場の開設、航路や道路など整備を進めた

結果、蝦夷地や本州から北前船などの往来が進み、物資の流通が盛んになって

きました。

『大日本恵登呂府』の標柱
写真：1929（昭和4）年、択捉島蕊取村の人びとによる
記念の建碑／千島歯舞諸島居住者連盟所蔵

『蝦夷風俗人情之沙汰』付図：魯斉亜人物
最上徳内：1790（寛政2）年〔模写：1938（昭和13）年〕
北海道大学附属図書館所蔵

『蝦夷松前図』／長久保赤水：1791（寛政3）年～1792（寛政4）年
〔模写：1941（昭和16）年〕／北海道大学附属図書館所蔵

『蝦夷風俗人情之沙汰』付図：蝦夷全図／最上徳内：1790（寛政2）年
〔模写：1938（昭和13）年〕／北海道大学附属図書館所蔵
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